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１. はじめに 

まずこのたびのネパール大地震にて犠牲になられた方々、被災者のみな

さまに深く哀悼の意を示すとともに一日もはやい復興をお祈り申し上げま

す。 

 今回我々は６月に２回学内販売を７月にチャリティーパーティーを行い

ネパール地震への援助を行ってきた。パーティーでは震災に対する支援活

動として我々ハートバザールが国際協力の一つであるフェアトレード(便宜

上“FT”とする)を利用した活動をまとめ、報告した。ネパール産商品を集

め、販売し売り上げのすべてを寄付。会費で集めた資金は、経費以外の全

てネパール復興支援活動用の資金として提供した。また大学側や個人的寄

付金などもあり我々の活動が支持されていることも身をもって感じた。学

生ができる国際協力の一つの形として示しがついたと思う。今回子島先生

からのいきなりの考案で戸惑いを隠しきれなかったが、なんとか周りの助

けもありここまで続けることができました。今後も学内販売など活動を続

け三月に実施される現地調査に向けて調整中である。 

準備にかかわってくれた、メンバー・旧社会貢献センターエクステーシ

ョン課・学長・子島先生・学ボラ・カレー屋 RAJ・丑久保さん、ネパール

産 FT 商品を提供していただいたネパリバザーロ様、この場をお借りして

御礼申し上げます。 
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2. ネパール大地震 

 

現地時間 2015 年 4 月 25 日 11 時 56 分にネパールの首都カトマンズ北西

77km 付近、ガンダキ県ゴルカ郡サウラパニの深さ 15km を震源として発生し

た地震。気象庁松代地震観測所によると M8.2。 

この地震によってネパールでは建物の倒壊・雪崩・土砂災害など、甚大な被

害が発生。広範囲で人的被害が生じた。被害は人的なものだけでなくカトマン

ズのダルバール広場、スワヤンブナート、ダラハラ塔、マナカマナなど歴史的

な建造物など、多くが深い損傷を受けた。道幅が狭いことから救出活動は手作

業になった。4 月 28 日に国連は、ネパールの人口の約 30%にあたる約 800 万

人が被災したと発表。さらに地震によるネパールの経済損失を 50 億ドル（約

6,000 億円）と推定。ネパールの 2014 年における GDP193.5 億ドルの約 4 分

の 1 の額に該当する。 

2015 年 5 月 15 日、ネパール内務省報道官が地震による死者 8,460 人・負傷

者 2 万人以上になったことを発表。 

5 月 12 日には、余震が発生し、ネパール国内で 76 人が死亡した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

3. HB のパワーポイント 

 









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 会計報告 

 

表 1 10 日当日に使用した在庫からの抽選用商品 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表 2 当日用に新たに発注をかけ発生した経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

5. 個人報告 

(ア) 横塚怜奈 

 私は、今年の５月に東洋大学に入学しハートバザールに入部したの

で、フェアトレードについての知識も本格的に活動をしたこともあり

ませんでした。また４月に発生したネパール震災についても、報道な

どで流れてくる情報を耳にするだけでした。遠く離れた異国にできる

支援は、募金しかないと考えていました。今回の「ネパール支援チャ

リティーパーティー」に参加したことにより、現地の商品を適正な価

格で購入することに支援につながるフェアトレードの素晴らしさを知

ることができました。また、ネパリバザーロの丑久保さんの講話で

は、写真や映像からも震災後のネパール現地の状況をリアルに知るこ

とができ有意義な時間となりました。しかし、今回、私が得ることが

できた情報や、フェアトレードについての知識は、ほんの一部でしか

ないので、これからハートバザールの一員として活動をしていく中

で、フェアトレードや、日本にいながらできる国際協力について学

び、それを活動に活かしていきたいと思います。 

 

(イ) 脇戒杜 

震災の知らせを知った五月。佐野キャンプの最中でした。すぐにニ

ュースで情報収集開始。同時に子島先生や学ボラ、メンバー、ネパリ

バザーロさんと情報の共有が開始されました。すぐさま支援販売の計

画を立て、後輩が入ってから初イベントでしたが行いました。基本 2

年が主体的に準備を進めてきましたが一年生の力が大いに発揮されて

いました。今回の活動についてはメンバーにとって災害とは何か支援

することはどういうことかを考える機会になったと思います。と同時

にハートバザールの目指すべき方向性も徐々に固まったと思います。 

6 年目にして以前より我々は大きくネパールに傾きました。私たちは

今までの販売で培った知識経験とともに今後数回の講習を挟み、三月

には現地調査を兼ねネパールに渡航します。たった数日でメンバーが

現地でなにを思い、どのように生かしていけるかわかりません。です

がここでの体験はかならず社会に出た時の経験になります。大切にし

ていきたいと思います。 

 

(ウ) 小島紫月 

 今回のチャリティーパーティーは私にとって「リアルな情報」の重



要性を知る良い機会となりました。わたしたちのサークルでは、フェ

アトレード商品を販売し、その売上をネパール復興支援の資金に充て

る活動を行っています。販売活動をするにあたって、日頃からネパー

ル震災に関するニュースは積極的に収集していた私ですが、パーティ

ーで行われた講演を聞いて、震災に対する考えが大きく変わりまし

た。 

その講演とは、ネパールを支援しているフェアトレード団体『ネパ

リ・バザーロ』の副代表  丑久保さんの講演で、「震災後のフェアトレ

ード生産者状況」をテーマとする貴重なお話を頂きました。厳しい状

況にあるネパールの現状を、写真や動画をまじえながら詳しく説明し

て下さり、ニュースでは知ることができなかったリアルな情報を体感

することができました。例えば、被災者の数や規模などといった数値

化された情報ではなく、現地の方はどのような思いで生活を送ってい

るのか、また、フェアトレードがどれだけ現地の方の助けになってい

るのか、知ることができました。 

少しでもネパールの震災復興の手助けとなるよう、今できることを

精一杯やっていきたいと思います。近日中に白山祭でのフェアトレー

ド商品の販売と、被災地に千羽鶴を届けようプロジェクトがあるの

で、まず手助けの第一歩として、どちらも成功させることを目標に頑

張りたいと思います！ 

 

(エ) 柊平健貴 

 ネパールチャリティーパーティーを通じて学んだことは、以下の二

点である。 

 一つ目は、現地を知ることの大切さである。チャリティーパーティ

ーまでのハードバザールの活動は、学内販売だけであって、ネパール

(現地)の動きを知る機会が少なかったので、自分たちの国際協力は、今

後の方向性を失っていた。パーティーの講演を聞いて、ただ、国際協

力という学内販売をしているというのは、一方的に支援しているだけ

であり、現地の様子を知ることができない。チャリティーパーティー

は、現地を知ることが、国際協力における重要なことの一つだと考え

るきっかけになった。 

二つ目は、他人に国際協力の大切さを伝えることである。 チャリテ

ィーパーティーのチケット販売の際、購入してくれている学生の数が

少なかった。 その理由の一つが、なぜこのチャリティーパーティーを

開く必要があるのかということである。確かに、我々ハードバザール



メンバーは、このチャリティーが国際協力の一環だと思う人が大半だ

が、他の学生は、そんなことを知る由もない。そんな学生たちをチャ

リティーパーティーにより多く集めるためには、自分たち、メンバー

は、今までの活動で得たこととは異なる、知識を得る必要があるとい

うことを学んだ。 

以上の点により、チャリティーパーティーは、国際協力のあり方に

ついての再確認をしてくれただけでなく、国際協力を学ぶ以前の多く

の学びがあったと思う。今後は、ネパールに訪問したり、現地の方々

の講演会に参加したりし、一方的な支援ではなく、現地の様子を取り

寄せた支援のあり方について、考えていきたい。 

 

(オ) 古谷亮 

 今回私がチャリティーパーティーを通して感じた事はこのフェアト

レードという活動がかなり国際的に関心が高いものだなと感じまし

た。 

と感じるのも、ハートバザールが主催したチャリティーパーティー

が開催される約 1 カ月前に私は当団体に入り、まだまだ深い理解が持

てなかったったからです。たしかにチャリティーパーティー開催前の 1

カ月間、学内販売や自分が履修している授業を通し基礎的な概念は学

んで来ましたが、いまいち国際的な認知度の高さや自分のこの活動に

関する意識またこの活動の重要性が感じられませんでした。しかし、

チャリティーパーティー当日にはネパール人やまた東洋大学に留学に

来ている留学生などたくさんの外国の方々が来ていただき最初に記し

ましたような感情を抱いた次第です。 

また、ネパールでフェアトレードの活動に協力している丑久保さん

による今年 4 月に発生したネパール大地震後の現地視察に関する映像

資料などを拝見しこの活動の重要性を感じました。 

私はこれからもこの活動を続けていく考えですが、次、同じような

機会がある時はこのチャリティーパーティーの時よりフェアトレード

に対する理解をより深くし、より高い意識で臨みたいと思います。 

 

 

 

 

 

 



6. 広告 

 

 



7. 活動時間累計 

活動分野 
学内販売 

二回分 

館林 

ＭＢ作成 
パーティー 

ネパール 

講義 

チケット 

販売 

活動時間 17 時間 6 時間 25 時間 7.5 時間 5 時間 

合計活動時間 60.5 時間 
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